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はじめに
問題生徒の指導は，学校と家庭の共同連解κ基づt特別な指導が必妥でゐる ζとは言うまで色な
いが，そのために，私たもは生徒の問題とそれをとり まく諸条件や問題発生の原因を分析し，どの
よう念指導の方法が，その生徒Kは投も適切かそさぐりゐて，その万法の効果をたしかめ乏がら ，
綴気づよい指導が左されなければ念らないものと考える。今 ，忍は ，直接的K親‘家庭生活K起因
する間勉生徒の方法を 「日記をつづらせる」乙とK求め ，そ乙Kみられる生徒の不適応状況克服の
過程を二か年聞の実践記録κよって述べてみたい。乙の研究は ，中学2年生から S年生にかりての
M生徒の調書続指導記録を主Kしたもので ，M生徒の卒業後の現在で色継続されているものである。
I 非行以前のM生徒の実態
(1 )生育歴，家庭環境他(父親の諮よりJ
誕生は正常分娩で ，出生時の体重は8・87K9あったという。 母乳で育ったが ，6治、月 くらいから
. ミルクに変えた。父が結按で霊祭養所へ入所 したため暗才から保育所へ通九年寄りつ子で甘やか8
れて成長し，小学校へ入って間色なく発病 (結核〉し，要注意で体育κは直接参加し念かった。乙
のζとは小学校5・8年生頃までつづいた。偏食夜)Jj(念どの習癖があり ，夜尿については中学校K入
っても時々失敗した。 小学校入学後，実母と父は協議席闘し， 笑母と別れて父の手で育てられた。
父が再婚し，継母をひかえたのは，M児が中学 2年の時であった。また， 父は教育熱心である。
(2) 学校での生活 (担任教師の所見 ・ ・・筆者)• 
成績は中の上位で数学，英語は不得意，根気強8がない性格で，色fl:i.ごと陀す1・あきる。誰とでも仲良
〈し ，依頼心が強い。節気でもゐる。担任Kはよく念ついてhる。
(3) 交友関係 (父親 ，担任教師の所見j
Mの問題行動発生直前の交友関係の 一つは正常念学級内の交友関係 でー ゐり;もう 一
つはMの上級生 S，K，Tの B名との交友である。Mの問題は乙のs名との交友と関係する
ので， 3名についてふれてみると ，Sは文と姉とくらしており，母はい衣い.父は毎晩酒fc飲んで
帰り，家庭U亡は温かさが念い。 欲求不満から喫煙し ，飲酒し，欠席する。
K，Tは家庭環境はSほどでないが，弱い者いじめ，乱暴，侃!J.βぢで欠席し ，浪費 ，喫煙念どげ
ゐる。 S，K，Tとも うそそつきやすい生徒であった。
月上の乙とからMの家庭における心情は安定していなかったと考えられる。実母が生存し，継母
が家庭に現存するということは，Mの心を混乱させていたらしい。 Mの心の不安定を父親は神経質
K扱って溺愛的I'LMをかばえ がちでゐり ，反面にタ イミングそはずれたMへのきびしいしつけを
行う 乙 ともあり，乙れらが逆ItCMの反抗を~ê:み出す要素になっている。
Mの反抗性をさ?ってみると， r家庭の温かさがない」乙と， r母性愛が欲しい」乙と ，裏がえ
せは ，性的念自賞めからくる家庭の味気なさが ，Mの神御句性格とかかわって ，そうさせているよ
う K考えられる。 更ItCMの r~気 ， 依頼性」が加わり ， Mの問題への導火線VUま っているようでゐ
る.まわ，こうしたMの家庭的条件1tC，更に学校生活I'Lおげる誕常な条件がMI'Lは加わった。それは，
問題直前の 12月上旬の生徒会選挙におけMの会長立候婦と，その結果溶選というできととでゐる。
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• 
学級討議の結果，Mは，実はAの代滋1(立候補しなげればならなく念ったのであり，全員がMを応
媛しMも演説した。しかし，落選した。 Mは選挙の後で作文を書き 「・・・・・・・その時，私は大変は
ずかしいと思った。 ・・・ でも考えました。 ・・・・・・生徒会K一度も関係し念かった私が三佼K
なったということで，心は大変明るくなりました・・・・・・・ 」と気持を落ちつけていたが，選挙のほ
とぼりがさめるKつれて， M本来の弱い性格が再び表面K出て，自分のみじめ 8 をi晶君主~vc意識して
みつめるように在った。
• n M生徒の異常行動
(1) 行動の概要
「冬ときくと私はあまりいい感じがしない。それは，昨年の 12月 24日から 2 6日にかげて ，
文とチャンパラをやり，ぞれから私の生活がかわったJ(Mの日記 11月 24日よりJ
Mの非行は 2年生の冬休みから始まる。 1年後の乙のMの日記に見られるように，父親に反抗し
家を飛び出したのでゐる。年末の忙しν吐か，8の家(交友関係の欄参照)へ夜昼入りびたっている
乙とそ父がとがめた乙とから，家へもどらな〈なったのである。父親がSの家へMを呼びvcいくと
Mは逃げかくれ， 8，TおよびKは父親をののしり， Mをかばって手をつけられ左い状態であった。
年末から年始にかけて家へもどったが ，再び飛び出し所在不明K念った。後でわかった乙とだが，
MはSの家にも蕊ちつかず ，そ乙からN市の実母の所へいった。そこUて色落ちつげず又， 8の家へ
もどってきたが，父親を避げてあわず ，尽は映画苦?みたり夜はSの家K泊るという生活であった。
志ちゐん， 3学期の始業式VCb欠席し，学校Kも出席しない。
Mのこうした行動は，上述のMの家庭における不安定な生活が爆発したものとみることができる。
換言すれば，欲去不満 (frustrae i.;n)蔦藤 (.;nfl icりという「健康老人間が日常遭遇するJ基
本的な形態が「順次にゆがめられた，あるいは誇張された形態としてのJ異常行動と見る乙とがで
き，特VCMの場合，愛情関係Kおける欲求不満と，それKと色念うE喜藤が青年期K入って「生患的
あるいは社会的欲求の制限がもっとも集中的な形でJゐらわれたと考えていいのでは左かろうか。
(2)処置
(均父親と担任教師はζれまでのM~てついての情報交換と実態Kついての打合わせをした。
但)Mの居所の縫認脅し，大部扮Sの家Uている乙とが判明した。
(C)父親への反抗が強いため，i直接父親がSの家へいくのは避け，担任の私がMへ手紙を書きM
の心を動揺させ， Mの叔母がSの家へ呼(J{VC¥t><。その前VC.私は.8の担任教師とー諸K
Sの家を訪ね， sの姉vr.:面会し話ヲをした。
∞) Sとの縁念切らす乙とは現状では無現だが，sの家から連れ出すことは可能である。そのた
めには，父親は当分あわ加、乙と"連れ出したら，Mの叔母の家へ泊め，様子?をみて ，私が合
ってMの心をは握する。
(E) lVfの昼の行動は，内密K審察の少年稿、導係に注意してもらい，町Kいたら保護する。私たち
は，M"fcとがめる姿勢を左〈してMの相談相手とし， 来た， L味方という態度でMVCieった。
そうしてMを叔母の家へ連れ出し，気持が落ちつくまで家で休ませる乙とにした。始業式か
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、ら一週間後，Mは叔母の家から登校した。 ζ うしてMの保護は出来たが，今後解決をはから左げれ
ばならない問題が山積した。
E 非行後のM生徒の実態と指導の基本的態度及び方法
(1)家庭環境，その他
叔母の家で一部屋を与えられ，机や本箱もそゐえて学習環境は整備された。叔母は幸いtても，保
母でゐり，保護する人と しては:適任である。父親とは当分のif.>いだ面会を祭止.L-tz:.o Mは，叔母を
信頼1.:-，ほがらかになった。夜の外出は禁止，叔母との共同生活がはじまった。
(2) 学校生活
生徒はMの行動そ知ら乏し、し， M色友達(rCも話をしない。以前とかわらないMの学校生活がつづ
いた。登校ゃì~校時でのつれそう友達はMと同じ学級の友達でめる。
(3)交友関係
S，T.Kとは叔母の家へいってからは殆んどあわ2まい。色しめいたい走ら ，叔母の家へ呼んで
きてあうように言われていた。日曜日に(ニ迫間後)・叔母のゐっせんでSはMの部昆?を訪問し，
lvfはよゐ乙んだ。Mの毎日つきあう友達は，学級の友達Kなった。 S色町Iのため近寄るのを遠慮し
7to 
以上の実態からMの今伎の行動をきび し t叱責したり ， 訓戒，懲罰を与えても-u抽~1.l効果でし
か左安保われるから，根本的な解決が必要でめる。巣常行動の原因は 「割高意識の深層に横たわっ
て0，る」。と考えられるので.，Mの神経を刺殺するような叱責はなるべ 〈さり，学校 ，家庭とも半分
に留意する.そうして， 1:(κゐげるよう左指導のねらいと方法を考えた。
〈今 Mの観察は十分行い力を学習(rCÙ'げさせ ， 相談Vてのる。 級長のA~Mのf目手K依頼する。
(1事 Mの学校生活が軌道tてのった頃を見て，日記をつづらせ，私の意見売総統して書きこみ， M
との心の結びつきを確立する。 C}I，Jの立ち直りを学級ぐるみで考え，支える段階にまで学級
づくりが成長してい左かった乙とは，夜、のM指導の限界が考えられる。)
(c) Mと父親との親和関係の縫立が解決の基本である。しかし，家庭内の復維な関係そ板本的K
解決することは不可能に近<，家庭環境の悪条件の中で解決をはかるKは 「日本の父親たち
錠 (5) 
はI母親たちよりも強< ，少な t とも永続して子ども手愛しているといえる」この父~Mの父
註 ("6) 
綬κ求め 「父親の静かな愛情の万が本志のだと思えるJようなMを育てる努力が大切でゐる。
⑪ Mの欲求不満一会解決するため，叔母の~!F-1tCしばらく Mを置いしかもMの欲求不満の原因と
註 ('1')' 
在る障害を 「一応回避し，まわり道をして目標K達し，欲求を満足させる」べ<.日曜日は
すぷへスキーにやることもよいと考えた。
ぬ Mの臨時の保護者"である叔母のM}旨導の基本的なねらいと万法をたてる。即ち，約束厳守，
できごとの話し合1/>，不満をはき出させる。担任教師との連絡，交流をはかることをきめた。
σ) Sたちとの交友は叔母の家で許す。 S色欲求不満をM同様に抱いているから ，Mとくるめて
正しい交友へ導t乙とが効果的でゐると考えた。
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6・
N M生徒の日記指導の経過
Mが登校しはじめてから 1カ月たった。 Mは蕗ちついてきた。 2J318日，私は新しいノートに
次の文を書いてMyてわたし，日記指導K入った。
f日記は自分の考えをたしかめるためK書きます。その日一番心K残ったことを，そのままくわ
し〈議〈のです。うそ脅舎がない乙と。しんけんK考えて書く乙と。字をていねいに書くこと。乙
の日記は自分の大切念歴史のひとこまになるからしっかりやってほしい。』
中学2年生のこの日から，中学S年生の卒事長式の次の日まで板気強〈ないMが ，一時的な座折は
ゐったが，毎日の生活の感想をつづって成長していったことは尊い。次々とおそいかかる環境の息
条件の中で，心必的tてはまホK疾風怒療の乙の時期(1[，崩れかかること 7回J日記Kよって支えら
れ，晴れて卒楽した。
M~日記をつづらせることKした私のねらいは次の点Kゐった。
(勾 Mの毎日の心の劫き ，生活の中心在確める。
(1事 Mの文から莫笑を採り，真実{司こ共感し， Mの見栄やそらぞらしさを消していt。
(C) Mの心が日記で支えられ，私の戚見がMの弱い心をはげますことのできる。
。)) Mの性伽ゐら，やがてゆきずまりが〈る ζ とが予想されるので，とれを克服する手段にする。
Mのヤらついた時期を区切って以下日記指導の経過在述べたい。，
(1)第一期 (2月 18日から S月 3 1日まで) T :担任教師
02月 1 8日(土) r今日，先生から真新しいノー トを一冊子波された。!・・・・・穫された時の夜、
の気持はいやだなあと思っていた。しかし，学校の帰りや床患で考えてみるとまんざら
感〈はないと恩った。私('I今までと違う階段を上りつつめる。その手紛めとして日記な
かこうとhう気持になってきたJ
02月 21日(火) r乙ん念にまで皆がと思うと泣けてきそうになった。 ζのおれは勉強で返し
てやろうと決心した・・.J
@T rよく書きました。 i君の気持はよ〈わかる。古い傷はすでに念おりかげているのだから
主わら左いで新しい前ひきの若干tみつめていく J 
<V3月 8日(月) r ・・・犯はおばちゃん~ ...・・・・テス トの話をしたりして大変楽しい一時
だった。父の所だiと庖がゐみのでそれができ念い。 ・・・・いつもささやか念夕食Kなっ
てしまう。それなのに又，夜、が抜げたのでどんなK淋しい乙とか。私は二学期十て作った
鈎歌手t思い出した。 H働いて~Jき過した 1 日も子どものねがおみてつかれとる，・・・・・・
今の父母にはこれができない。却って疲れさせている・.....J
φ8月 19日 (日) rもう日記を先生K見せなく念って 7日もたつ。このとゐどうしたにとか臼
記を先生その他K見せるのがいやK左った・・・・」
~ T rだんだん日記の内容が深まってきています。・・・・・・やっぱり 日記を見せ念ければ念ら
ないと思います。今が大切なl侍です。がんばれ/J
③ B月 2 2日 UkJr・・・・日記を見せるのがおっ〈うに左ったとい号のは・・・・・・日記を見せる
ことtてよって，家の人の性格が知られ ，事情が知られるという 乙-.!:~てはずかしさそ感じ
る。第二K私の枝、密がみん左わかってしまうという乙とK不満売色つ。まゐζれだげだ
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と，思う ・・・・・・」。Tr・ ・私は別K人の性格を知ろうとしているのでもなく ，秘密をさヤゐうとしている
のでも買をい。ただ ，君の毎日の考えがどうあらわれ ，進歩していくか志のためκわかり
たいのです。そして， できるだげ相談相手に走り ，君を怠の踊ってる人間K育てたいの
です』
08月 21日〈金) r・・・・私設等吉神をたたき直す時がついにきた。 ・・・・父と久しぶり K会っ
た。 ・・・・・・ 自分の親父だという ことそ頭十ておいて行動した。 ・・・・・・ 家へ帰ってやってl
v.. < 自信はある ・・..~。Tr君は今おとうさんの所へいt日が近い.どんな時でも，じっくり話し合って解決して
下さい。私が応援します。...... J 
く9>8月宣 5日(土) r.. sのことを考えて寝つかれ左かった。朝 白時半頃起きーる。 ・..一-駅
へ行くと ，もう一行はいた。 ・・夜、はたった一言'しっかりやって〈れ，と握手して言
っただげ。あとは言葉が出なかった。 ・...sとは4年のつきゐいだった。いくら人Kう
しゐ指をささえた友達でも ，自分がSのためK懲い者にされたとして色別れるのはつら
かった ・・・・ J。Trどんな友達でも友情は消えない。よく送っていった。それでいい。君色彩fしく生きる
のだ。 J
乙の時期におけるMの日記への疑問 ，心のまよい ，sの卒業，そして上京という事態が作用して
いる。更にもう一つ父親の許へ帰る日が近づいたことが」立なって条件づげられていると考える。
(2)第二期 (3月81臼から 4月 2 6日までJ
く9>S.p!S1臼(金)・・・・親父が*た。乙ちらへきてー健:目;?:oζの前の時よりよゅ うのある顔
t.;・平l、は賂じた。 ・・・・..ζれなら安心して帰られゐなあ什内心思った。明日家へ帰って
乙hとの乙とである。 ・・・・・・ 私伐とびゐがってζゐζびそうだった。 .'.・・・これで在、の
つみは消えるのだ ・・・・・・」
令4月 1臼(土) r家へ入ると二階へかけ上った。そして 12時頃まで楚患をやった。・・・・」
φ 4月 2 B (口) r今日は母も休みで一家が久しぶりKそゐった。・・・・・・J。Trよかったね。いよいよ再出発だ。何でも話し合ってい〈ふんいきを作って下さい。ぉ
父さんも十分考えられ ，君のしあわせそねがっている。....J 
E月の家出から三ヵ月 ，Mの心は落ちついてきたし，父親も勉強した。そしてMは家へ帰った。
1'/を迦えるため父綴はMの勉強部屋そ改造しておいた。ぞして ，親たちの寝室をMの部屋ーから遠ざ
げた。
φ4月4日(火)rそろそろ父の小言がとび出すよう陀念った。で色今の私は何もCがやけ念lf>o・:・
バン属のかゐちゃんが hMちゃん今度はしっかりやってね。もう トウチャンを心配8せ
ないようKね，と言われた。 ・・ 私はー穣の劣等感すもった。・・菓子やの人が私の後
姿?をじいっ と見ているではないか. ・・・でも自分のまいた種と思い ζれK打ち勝たな
くてはと自分をはげましている。 J
<g T r人kてどうみられたって，何と言われたって ，今の君は正しく歩んでいる。だから気K
かげるな』
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三年生VL念り，学級の再編成が行われたが ，Mは私の学級Kとどめた。 r中学二年で発現した生
徒のエネルギーはしだいに受験体制K組み込まれ ，進学，就職を前にして個人的関心にひけられJ
進路の条件が学級集団の階層分化をうなが し，非行化する生徒が身近かにいても，ひとつの方陣IHて
なげられた生徒たちの目は，それを重視する余裕を持たなく左り，それにとり組む乙との意義は認
めでも実行する乙とにこの足を踏
むようになるJような現実の中で
は，.Mを基本的Vては誤りであって
も，私の学級にとどめる乙とによ
って，教師の仕事耐の負1.e.が最少
にとどめられると考えたのである。
Mは日記をつづけた。しかし，帰
宅の緊張から解げた安易な家庭生
活は心を動揺させた。
φ4.fij 1 1臼(火) rもうこの日記?をつけ始めてから，すぐニヵ月になゐうとしている。乙のご
ゐやっと日記の長所がわかってきたようだ。ゐの時あん1i:乙とを書いたが，先生の意見
はどうだったゐうなんて，ひまの時見ると大変たのしい0 ・・・・・」
モ>4月 18日(火) r・ 夕万家へ帰ると先症がきている。乙の日記号見せないので，少しあい
l吃<<て友らなかった・・・・・J
φ 4月25日ω()Mは日記の第一冊を零きあげた。犯は次のよう陀日記の長後に所見を書いた。
(gT i"遂に一問委きあげました.この記録は尊い。そして ，乙れは君の歴史のひとこまであ
り，成長の息吹きでゐる。心のたたかいの友まなましh跡だ。大切花とっておきなさ L，.。
今乙の日記をもう一度続み返し， 私は心からうれし3を感じる。私は万才を呼びたい。
・・・ 』
(3) 第三期(4月 26日から 8月 20日までJ
Mは第三冊目を書きはじめ介。乙の動期はMにとっては一番安定した時で，日記の内容を分類す
ると
φ5月 3臼(水) r乙の日記だけは ，私が立ちi貰った記念、として最後までやりとげたいと怠っ
ている」
φ5月 4日(木) r今日，昔の己と久しぶりに合った。 ・・・ずっと前から家の人の話では，
母は患いときめてかかっているようだ。私も母はわがままだったと思う。父にはとって
色患い人間だったかも知れなlハ。しかし，私にとっては実の母だ。今の母には昔の母以
上に感謝している。そして，尊敬している。で色普の母tても感謝している。 ・・・・家の
人達は父は正しい。母はパカだと普から私κ聞かせてきた。私は母をーちいもうらんだ
りしていない。 ・・・・・うらまれない。母は母念りで苦しみがめったのだろう。私がた
のみκいった時念ど泣いてわけを闘いて〈れた。 ・.，ー そうとう深刻な顔をしていた。
果してζの顔はおばちゃんたちのいう作った顔だろうか。忍bてはそうはうけとれ在かっ
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った0 ・・・・」
ぐら5月 12日(金) r冬も去り，友も去り，回の中Uても緑の世界がきた。友もあの緑のようKす
くすくとのび，りっぱにほをつけるだみう。りっぱなほをつけるまで，聞で，また川で，
かえるはなきつづけ，はげましているのだ。よし私もかえるに左ろう。そして友のため
に念き続げるのだ。 ・・・・・」
@ T r君という人聞はやっ とできゐがってきた。思えは日 記もすでに半年宏数える。自分で
自分をた しかめ，作りあげていくことはすばらしい ζ とど。それを~はしている。これ
からもつづく。
夏休みを間近かKひかえ，Mの生活に危機がやってきた。日記から分析すると，・継母の妊娠と，
家計のやりくりK忙しい父のこと，東i'C，進学問起が重なってMの心は混乱してきた。
③ 8月 5日(土) r今日もまた進学のことで，父と気が合わ念い。 ・・・・自分K自信がもてな
.い・・・・・J
③8月 8日(火) rほんとうK自分がhやKなってきた。 ・・・・・もう自分で自記も書きたく*
い。もう乙うなったら，自分念んて考えない。 ・・・・・ 」
く~8 月 1 7日(金) rとぴとびK日記を書きはじめてから，私の心は一白一日と荒れてゆく。し
かし，自分ではどうにも左らない。..... J 
③ 8月 20日仁司) rまた私の感い〈せが出た。 ・・・・・父はお乙ってもう勉強念んかにいくなと
いった。.<そっと思った。今日はくしゃくしゃしてねむれなかった。...・J
日言E比三日おき，三日おきと書く臼が減ってきた。夏休み中で私と顔をあわせるζ とが出来念か
ったことが，条件としては感t揃い， 8月 20日，遂lて臼記は中絶した。 Mi'Cは長い休みは禁物?で
ゐる。
( 4)第四期(第2学期始業式から 11月 17日までJ
第二学期が始まった。しかしMはもう日記宏もって乙なかった。学習態度が乱れてきた。しかし，
私はそっとして様子を見た。父記!'Ctま，どなりつげる乙とを避りさせ，約束だけは厳守するよ多額ん
んだ。日記Kよって支えられ，日記によって自己改造しつつあったMがそう簡単¥'C2年生の 12月の
の状態にもどれるはずはないと信じ， Mが日記を再び書きはじめる時期が来るまで;Mを支える柱
を学級づくりの過程の中で今乙そ見つげる時だと考えた。 Mの欲求不満は新しい交友碍係の中で満
たされようとしていた。
Jlと俺と仲良〈念ったのは，九月ごろだと思う。体育の時聞が終ってから地下室で握手した。
まだはっきりおぼえている。 ・・・・・J(1 2月 26日の臼記よりJ
はげしい劣等感を色ち，表面，乱暴であたり散らす行動をとる Iは学級で疎外された問感性徒と
して考えられているのであるが，乙のIとMは親しく念っていった。表面Kあらわず彼らの言動と
内面的』てひど〈沈潜するこ人の共通性は，私も認めた。一見アブノーマル左接触ではゐるが，乙の
乙とが実はなしみ両者の支えゐv.VL走り， Mの人間成長が主を支え， 1の義重量個さカ却を支えて，
毅揺しつつ色@!ttず， 11J.l18日を迎えた。
φ1 1月18日(土) r今日ほど気持が晴ればれした日はめずらしい。~.・・・先生の所へいったの
・案のじ主う，進学の問題だ。 ・・・・・お前なら今からやれば入れる。絶対にビリには入 ・
一-8 9 ~ 
らないだろうという先生の言奨が非常にやろうという意欲をもり立てた。 ・・・よしゃ
んう。 ・・・J
(Q) T r何とかして君を努力家Kしたい。そして ，一人で世の中を堂々と乙ぎ抜げていける人
聞にしたい。君はやはり勉強が大事だ。私は主主る数か月そ一自の油断も念 〈君を励まし
ていt。やるんだ/ ・・・・j
Mが臼記を書かなくなって三ヵJj，乙の閥MはIという友達を得た乙とでマイナスではなかった。
父IもMを得たζとはプラスした。学級の問題生徒が二名結びついて危険のIうK覚えさせるが，
集団づくりの中で個々の生徒を見ると， 一体問勉.生徒とはどういう子か。集団生活の中で反社会的
行動をとる生徒をいうならばIもMもたしかにそうである。しかし， r人閣の心の奥底深〈ひそん
でいる'人間的念要求，が色々の形で表面K現われてくる時，その要求と広務の環境との相互関係
Kよって色々の生活現象が発生する。入聞はいつもこれらの現象の主軸であり念がら ，乙れらK対
して様々の過激な反応を示すJ乙とを考えるとこ人の接触は学級集団の進{J方向を明確にする要素
Kなったようで， むしゐ効果的であったと考えられる。学級の成員が二人及びそれに近い数名の行
i助を忽解し，極均な行動にブレーキをかけ ，積極的に考えるようになったからである。Mは再出発
した。
(5) 第五期 (11月18 Eiから 11月308までJ
φ 1 1月2'0日(月)r・・・・・帰り K先生ーから学留の予定を立ててもらって帰る時.S先生がしっ
かりやってね/と言われた言葉がやけK絢Iてきて誰もいない所で泣いてしまった。必
らずやってみせます。 」
<!>・11}327日(月)r・・・・もう父とは口はぜったいにきかない。親父との宣戦布告だ。 ・・
今まで私はある程度親父を信じてきたが色う誰色信じない。 ・ ・・」
くり 1 1月宮 8日(火) r・・・・やっぱり少し何かあるとああ念のか。 信用って念か念かとりもど
せ念いのだなあと患った。 ・・・・・悲し〈なって しまった。で色もう少しようすそみよ
う。そうしていれば ，自然K冷静になれるだろうと思い今日はすぐねる乙とKした。
.. J 
@ T r落ちつ〈のだ。君の相手はお父さんではない。おおせ・いの勉強相手じゃ念いか。お父
さんは君の味方なんだ。 ・・・・」
011月 S0日(木) rやっぱり家の中で親父とKらみあっていたんでは ，来る人が感じが患い
んだろう。だからげんかなんかできないんだなあと思った。.....J 
以前のMなら，乙乙で崩れてしまったと思うが，今のMはがまんすることができ.るようKなっーた。
Mが問趣行動を起乙 してから，一年経とうとしている。これまでの聞，何度かつまづき ，腹そ立て，
いろいろの工夫の中で ，こ乙まで成長 してきた。
(6) 第六期 (1 2月 1白から 1月 1 6日までJ
φ 1 2月 9日(土) r今日私Kおばちゃんは自分の若h乙ろのととを話してくれた。その時，
私はふと手をみた。私の手とおばちゃんの手はぴったり重左りゐった。 ・・・・でもし
わは私の手』てなかった。本当に持労したというそのしわが私の手には念かった。...J 
〈ラ 12月 2 1日 (木) r・・・・・今日やっと Sf'(会え先ム (註 Sは帰省したJ・・・・ 1回会うと
とに人聞が変ってい くようだ。 ・・・・ちょっと兄貴みたいだ。 一・・私は誰よりも好
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きだ。はやくりっぱK怠ってほしいと思う。 .....J 
⑤ 1 2月 23日(土) r・・・・8は煽った。色うねむっておきたらそんな乙と念んか忘れてしま
った・一..J 
~'l 2月 28日(木:) r・・・・・父は 7時半頃酔ってタクシーで送られてきた。 ・・・・乙ん念乙と
はめずらしい。酔っていても決して酔ったふりをしなかった父が，乙ん念K念ってと
思うと少しショックだったが，今まで酔おうとしても酔えなかった父がかわいそうK
7.i:ってきてしまった。 ・・・・」
. @ T r酔えるように念ったお:.1::，さんは.'それだけ君のととKついて安心しはじめたのだ・・ .j 
Mをとりまく条件が正常に動いてhる時は，1¥1は正常である。 しかし，わずかでも周閣の条件が
調子を狂わすとまだ心が〈ずれてくる。正月十E入って，母のこ止で心の葛藤が表面だってきた。
く予 1Jj 5日(金) r今日家へ帰ると母が帰ってきていた。夕食はもちみん母が作った。でも時
々母が帰って乙念ければよいと思うことがある。 ・・・・・J CiI:.母とは誕生母でつとめに
出て泊っている。 J
① 1月 8日〈土) r・・・・・夕食の時，母KMヲと呼ばれてぴ(っとした。いつもちゃんづげを
のに近じろMになった。 ・・・・少しハラが立った。..... J 
01月 7日 (臼) r・・・・・近ごろ母の乙とばかり考えるようK念った。 ・・・・」
① 1月 14日(日) rどうも近とろまただれてきたようK恩われてしかたがない。 ・・・・」
⑤1月 16日(火) r今日は，日記を持って帰ったが，何かおそゐし〈て闘かれなかった。乙の
前テストをうげなかったが，それについて先生がどういう?かおそみしかった。やっぱり
とれを書いていれば，自分が知ら:士いうちKしぜんK人聞ができてゆくのかとd思った。
...、」
次第K近づく高校受験への自信がもて老いことと，母の乙ととが重なって，一見関係ない両者が
Mには統一的な苦しみとして追っているのである。日記をつづりはじめて六度自の危機がやってき
た。 M"f"支えるもの，それはやはり，乙の時点では日記だと考える。
(7) 第七期 (1月 17日から 8月 18日までJ
⑤1月 25日(木:) r・・・・最近になってやる気が出てきたと思う.私という人間はまだ途中で
支えが念ければ，立つことができないという乙とがわかってきた。、...・J
@:T r支えがあるうちはまだいい。人生には支えがない時もある。その民持つためiてしっかり
せよ/j
02月15日(木) r今回，母の出産予定日である。 ・・・・・自分が兄になる念んて， ζれは小さ
~時からの望みだったが，でもおそすぎたように夜、は思ラ. ・・・・でもうれしい・・・」
φB月 1日(木) r・・・今日Sの所へ出産の乙とを知らせる手紙を出した.sはζ乙でtずれ
たが，夜、はやってみせる。ママ母だと子ど色はくずれるというジシクス合私の手で完全
に崩してみせる。 ・・・・・J
03月 町日(火) r今日，進学のζとで父と議論した。 ・・・・自信が之とい.今日父に言ったん
だが，落ちてもすヤゆけるように職場をみつげで〈れと言った. ・・・・・・・・・・」
φF 月 ~ r?阿'.C*)r・・・・・・・だんだ人赤んぼうが ，かわい〈念るKつれ，弘の方は苦しく念って
< ';;-0最近は立a生してしまって動げない。 ・・・・・・・ l
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①8月18日(日) r・・・・・朝，私が文通している静岡の友達から ，高校をパス したとの知らせ
がゐった。少し刺戟された ・・・・。明日は卒業式だ。どんな気持になるだろう。少 レ心
同だ。も し高校をパス したら ，また先生臼記を見て下さい，お願いします。 MよりJ
@ T r自分の欠点をよくみつめて ，それそ克服していく ようにしなさい。日記はこれからも
つづけた方が君のためにいい。どんな場面にぶつかってもくじけ念いで進むことだ。社
会は温室でないから。」
私はMの学校生活設後C 臼記K乙う所見を書いた。Me::r.学力は向上したが ，今の心の動揺が受験
陀ど うひびいてく るか気κかかる.人間的に成長し， 立ち直ってき たMを今，乙ゐ場でせめつげ，
苦しめているものは ，まぎれも念い受験体制でゐる。加の一年有余の誘惑とのはげしい心のたたか
いを考え， 漸〈自己の欠点を克服して乙 ζ まで発展したことを考えれば ，自由競争のはげしい冷酷
な受験体制はゐまりK過借である。思えば業K苦しいMの立ち直りでゐっ た.それでもよ く日記(t(
支えられて乙乙まできて くれたと思う.Mは卒業していっても，Mの指導は終ったのでは1.i:1A。乙
れから も続〈 。
V M生徒を支えた日記の分析
Mの日記の内容を分析してみる と， 次の表のようにをる。・
勉強の乙と 内 8回 学校のとと
父の乙と (i 0回 t基のζと
自分の心のこと 4 1巨l 遊びのζと
友達の乙と 3 2回 Sのとと
3 0同 進学のζと 1 2回
1 1)回 先生の乙と 8回
1 9回 他 7回
1 8回
Mの指導の大切念輸は r父の乙とJー
である。 Mを支えた主要念要素は
「勉強の乙とJr武の乙とJr自分
の心の乙とJK生活の中心を置いた
乙とがあげられる。 Mを途中で崩そ
うとした種々の条件が ，乙うした要
素Kよって再生産され ，質的転化を
遂げてMを立ち直らせた。そう して，
Mの日記にとけとんでいった弘の所
見色又一つの要素でゐろう。 r，教師
の誠;曾乙そ百の教訓にまさる偉大念
駐 f斗1)
教育力をもっているJことを私は考
註 (12)
え，rどん念場合にも温かい人間理解を基底Kして，子ども達と生活を共にする撃が大切である」
乙とを日記の中から知らされた。
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VI 問題生徒の親，家庭生活にとびこむ指導φ必要性
位 (~ 3) 
「教師からみた問題児.の原因としては， 親 ，家庭生活が半数をしめている」ことは，教育研究所
の発表資料tても示す通りであり， r非行少年の家族関係には ，ー 世家庭よりも葛藤家庭が多〈発見
占tO~) 
8れ」しかも， r厳婚にいえるまでの父母の対立 ，葛藤，厳婚の結果は子供の人格形成に非常な惑
註 (15)
影響を及ぼす」乙とをMの指導を通して認識した。 Mそ立ち直らせた力は ，父であり ，叔母であり
友達であり，そして，教師である。Mをとりまく身近かの人々を教師が統一し，誠意と計画性(見
通し}と自信をもってとび乙み，あせらず， たゆまず指導体制を盤えることが大切でゐる乙とを濯、
は強調したい。
まとめ
以上，私は ，r家庭生活K起因する問題生徒Mの継続的指導」の記録を中心I'L，所謂 ，問題生徒
の指導のねらいと不透応状況瓦版の方法を日記をつづらせる乙と[モ求めて ，その過程を述べた.き
びしい現実の中に置かれているMの指導は ，今まで述べたよう左衛都足けでは，充分では念いが，
註 (~ 6) 
「子ども達は何時どんを湯会K立ち至って色教師の対抗の対象ではないJ乙とを念頭に置いてMの
指導をしてきた。そして ，Mの実態から ，日青白旨導I'L方法を求めたことは，妥当であったと考える。'・
しかし， 私はMだげでは1.i:< ， 5 2名の担任でみるので， Mをかかえ ，Mの問題を学級集団の形
成ー過程K正確K位置づけられなかった乙とは， Mの人|由形成の1函から考・えても残念念乙とでゐる。
Mは不幸Kも高校は不合格K在った。そして今，ゐる商庖の庄員として真剣に働ハている。
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